
 

 

 

 

 
 

早めに！水稲栽培管理第３弾～カメムシ編 
     

                                         
 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和３年１月１９日  №５３２ 作成者 岡田 昭信 

畦畔等で生息しているカメ

ムシ類がイネの出穂と共に

水田に移動、更に産卵し幼

虫が再び吸汁加害します。

出穂初期の吸汁は不稔籾

に乳熟期以降の吸汁は斑

点米につながります。 

 

 

 
 

本年 2021年産米は、「雨にも負けず風にも負けず虫にも夏の暑さにも負けぬ丈夫な

イネ作り」を是非とも実現しましょう！特にジャンボタニシ、トビイロウンカ、カメムシ類

等には早め早めの準備を心掛け、高品質米づくりを目指してください！！ 
 

―ＴＡＣ information―  

まず畦畔の草刈りを！ 

カメムシ類にとってえさ場であり産卵

場であるイネ科雑草の管理の徹底

が、何と言ってもまず大切です。出

穂２週間前までに必ず除草を行いま

す。出穂直前の除草は、カメムシを

本田に追い込んでしまう恐れがある

ため早めに終了します。 

薬剤防除は‥ 

薬剤防除ではスタ

ークル粒剤もしくは

スタークル豆つぶを

基本とします。多発

が予想されるときは

キラップ粒剤を併用

してください。 

スタークルは浸透移行性を有し、カメムシ類に高い殺虫効果を

示すとともに吸収阻害効果もあり、効率的な斑点米効果が期待

できます。使用に当たっては湛水状態（3～5ｃｍ程度）で均一

に散布し、4～5 日間はその状態を維持し、散布後 7 日間は落

水やかけ流しをしないことです。 

昨年 2020 年産米の等級落ちの主な要因は、高温障害による乳心白や未熟粒が多くみら

れたことと害虫被害によるものでした。植え付け直後からジャンボタニシ食害による初期生

育の停滞に始まり、コブノメイガによる止葉の食害、秋ウンカと呼ばれるトビイロウンカの吸

汁加害、そして相変わらずカメムシ類の吸汁による斑点米の発生が多くみられました。 

 

 

 
 



 


